
年 月 呼びかけ 脱炭素の視点

令和６年 ５月

「照明や電化製品はこ
まめにスイッチオフ・
プラグをコンセントか
ら抜こう」

待機電力をなくすためにも，照明や電化製品はこまめにスイッチオフし，長時間使用
しない場合は，プラグをコンセントから抜くことを心がけましょう。プラグを毎回抜
く手間を省きたい方は，オン・オフの切り替えスイッチがついた節電タップを使用し
てはいかがでしょうか。
光熱費の節約にもなりますし，こまめにプラグを抜くことは，漏電による火災などの
事故防止にもつながります。

令和６年 ６月
「食材は食べきれる量
を買おう」

食品ロスとは，本来食べられるのに捨てられてしまう食べ物のことです。
大量の食料廃棄により，廃棄時に加えて生産や流通時のコストや二酸化炭素の排出も
無駄になってしまいます。
まずは，食べきれる量を買うことで食品ロスを減らしましょう。
買い物の前に冷蔵庫内の食材のチェックをすることで，無駄な購入を防ぐことができ
ます。冷蔵庫内を携帯電話で撮影する，メモ書きをするなどをしておくと，買い物先
で確認できるので便利です。
食べられる分だけを買うことによって，食べ過ぎを防止し食費の節約にもつながりま
す。また，冷蔵庫に食品を詰め過ぎないことで，冷えやすく節電にもつながる，生ご
み処理の手間が減らせるなどのメリットもあります。

令和６年 ７月 「節水を心がけよう」

上下水道の使用にも，浄水，供給，下水処理などにエネルギーを消費しており，CO2
排出につながっています。
節水方法をご紹介しますので，普段から節水を意識した生活をしてはいかがでしょう
か。
・歯磨きをする時はコップに水を汲んで使う
・野菜や食器はため洗いをする
・身体や髪を洗う時はシャワーを止める
・お風呂の残り湯を洗濯や掃除。水まきに使う
・洗濯の回数を減らしまとめて洗う
・トイレの大小レバーを使い分ける
・洗車の時はバケツを使う
などちょっとした心がけで無駄な水を減らすことができます。節水をすると，上下水
道費の節約にもつながりますので，できるところから始めてみませんか。

令和６年 ８月
「冷房時の室温を28℃
で快適に過ごす」

環境省は，平成17年から地球温暖化対策のため，過度な冷房に頼らず快適に過ごせる
軽装や取組を促すライフスタイル「COOLBIZ（クールビズ）」を推進しています。
クールビズで環境省が推奨する室内温度は28℃（目安）です。省エネしながら快適に
過ごす工夫をいくつかご紹介します。
・こまめなフィルター清掃でエアコンの効き目アップ
・冷房使用時は冷やした空気を逃がさないようにドアや窓をしっかり閉める
・冷房に加えて扇風機を活用し冷たい空気を循環させることで冷房効率アップ
・夏野菜やかき氷をおいしく食べて身体の中からクールダウン
・うちわや扇子を利用して体感温度を下げる
・冷却ジェルシートや氷のうなど冷感グッズを活用
・ポロシャツやかりゆし，機能・素材を活かしたスポーツアイテムなどの着用
ちょっとした工夫で過度な冷房使用を防ぐことができ，光熱費の節約にもつながりま
す。できるところから実行してみてはいかがでしょうか。

令和６年 ９月
「地元の旬の食材を食
べる」

その時期の旬の食材や地元の食材を積極的に活用することで，食品の生産や輸送で発
生する二酸化炭素を削減できます。
旬の食材はおいしく栄養価も高いため，食事を通じたQOL（生活の質）の向上にも役
立ちます。地元の旬な食材を食べること（地産地消・旬産旬消）で，季節感や地域の
気候風土を感じてみませんか。ちなみに八千代市産の梨は今がまさに旬です！

令和６年 １０月
「お店では食べきれる
量を注文する」

10月は「食品ロス削減月間」，10月30日は「食品ロス削減の日」です。
食べ物は食材や調味料も含め，生産や輸送，保存，調理時など，また，ごみとして処
理する時にもCO2が排出されています。
食べられるのに捨てられてしまう食べ物（食品ロス）を減らすために，お店では食べ
きれる量を注文しましょう。小盛りやハーフサイズが選べるお店も多くあります。ま
た，家族やグループで食事の時はシェアすることもできます。それでも，思ったより
量が多くて食べきれなかった場合などには，お店の方に相談して，残った食事を持ち
帰ることも考えてみましょう。なお，持ち帰るときは衛生管理に十分気を付けてくだ
さい。
日本の大切な文化である「もったいない」のこころを大切に，食品ロス削減に取り組
んでみませんか。

令和６年 １１月 「節電を心がける」

毎月の電気料金の支払いのうち，再生可能エネルギー発電促進賦課金（再エネ賦課
金）が請求されていることをご存じですか。再エネ賦課金とは，電力会社が再生可能
エネルギーの電力を買い取るために要した費用の一部を，電気を使用するすべての方
が負担するというものです。
再エネ賦課金単価は，毎年度，経済産業大臣によって定められています。現在は3.49
円/kWhですが，年々上昇傾向にあります。
毎月の電気使用量を減らすことで，再エネ賦課金の負担も減らすことができます。ま
ずはご家庭で節電に取り組んでみてはいかがでしょうか。例えば，エアコン，照明，
テレビ，パソコンなどの電化製品は必要な時だけ使用するようにし，使用しない時は
こまめにスイッチを切るようにするだけでも節電になります。節電で電気料金を削減
しながら地球温暖化防止に貢献しましょう。
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令和６年 １２月
「宅配便はできるだけ1
回で受け取る」

宅配便の取り扱い個数が増加している一方，宅配便の再配達はトラックの走行による
CO2排出量の増加やドライバー不足を深刻化させるなど，重大な社会問題の1つとなっ
ています。
日時指定や置き配，宅配ボックス,コンビニ受取や駅の宅配ロッカー等を利用して，
できるだけ1回で宅配便を受け取りましょう。また，宅配便の問い合わせや配達状況
の確認ができるアプリを活用すると，自分の時間も有効に使えて便利です。
自分のライフスタイルに合わせた受け取り方を選んで，再配達を減らしましょう。

令和７年 １月
「暖房時の室温を20℃
で快適に過ごす」

環境省では，平成17年度から冬期の地球温暖化対策のひとつとして，暖房時の室温を
20℃(目安)で快適に過ごすライフスタイルを推奨する『WARM BIZ』（ウォームビズ）
を呼びかけています。
ウォームビズの実施は難しいことではありません。いくつかご紹介しますので，取り
組んでみてはいかがでしょうか。
・ マフラー，手袋，レッグウォーマーなどで太い血管のある部分を重点的に温める
・機能性素材の下着やTシャツ，セーターを着用する
・ひざ掛けやストールを活用してこまめに体温調節
・湯たんぽ，毛足の長いスリッパやクッションなどで足や腰まわりの冷え予防
ちょっとした工夫で過度な暖房使用をせずに暖かく過ごすことができます。服装など
を見直して自分にもできる脱炭素を始めてみませんか。

令和７年 ２月
「公共交通機関を積極
的に利用する」

今後，高齢化のさらなる進行により，移動手段として公共交通の担う役割は，ますま
す重要になると考えられる一方，利用者数の減少及び運転士不足等の影響から，市内
公共交通を取り巻く環境は厳しさを増しています。
公共交通機関は一人当たりの二酸化炭素排出量が少なく，地球に優しい乗り物です。
下図のとおり，自家用乗用車と比べ，バスは二酸化炭素排出量を約45％削減，鉄道は
約84％も削減ができます。
公共交通機関の積極的な利用が，将来に渡って地域公共交通を維持していくことや，
環境にやさしいライフスタイルの実践にもつながります。
「人と環境にやさしい公共交通」を持続させるため，公共交通機関の積極的な利用を
是非お願いいたします。

令和７年 ３月
「省エネ家電に買い替
える」

新生活に備えて冷蔵庫やテレビ，エアコン，照明などの家電を買い替える人や新しく
購入する人が多い時期だと思います。省エネ性能の高い家電を選んで，月々の光熱費
を減らしませんか。
例えば，年間消費電力量で見ると，今時の冷蔵庫は10年前と比べると約28～35％の省
エネ，白球電球から電球形LEDランプへの買い替えは約86％もの省エネになります
（出典：一般財団法人家電製品協会「2024年度版スマートライフおすすめBOOK」）。
家電のカタログや製品本体などには，下図のように省エネ性能がわかりやすくラベル
（統一省エネラベル等）で表示されています。家電を選ぶ際の参考にしてみてくださ
い。
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令和７年 ４月
「宅配便の再配達を減
らす」

国では，前年に引き続き，令和7年4月を「再配達削減PR月間」とし，関係省庁や宅
配，EC事業者等と連携し，再配達削減に向けた取組を実施しています。
再配達の削減により，ドライバーの労働時間削減など物流への負荷が低減されるとと
もに，トラック走行等により生じるCO2排出量も削減できます。
再配達削減のためのアクションを4つご紹介しますので，活用してみてください。
・時間帯指定の活用（ゆとりある日時指定）
・各事業者の提供しているコミュニケーション・ツール等（メール・アプリ等）の活
用
・コンビニ受取や駅の宅配ロッカー，置き配など，多様な受取方法の活用
・発送時に送付先の在宅時間を確認
宅配便をスムーズに受け取ることで，自分の時間も有効に使えます。できることから
実行して再配達を減らしましょう。

令和７年 ５月
「エコドライブのスス
メ」

ゴールデンウィークを迎え，帰省や行楽地に車で移動する方も多くなると思います
が，車の運転の仕方ひとつで脱炭素に取り組むことができます。
例えば，一定の速度で走行し，車間距離を十分に取ることで，ムダな加速・減速の機
会が減り，市街地では２％程度，郊外では６％程度も燃費が向上しますし，渋滞防
止・交通事故防止にも役立ちます。
また，事前に行き先やルートをしっかり確認し，こまめに渋滞・交通規制などの道路
交通情報をチェックすることも大切です。例えば，１時間のドライブで道に迷い，10
分間余計に走行すると17％程度燃料消費量が増加してしまいます。
渋滞・交通事故防止のためにも，脱炭素のためにも，エコドライブを心がけましょ
う。

※今すぐ取り組めることではありませんが，電気自動車（EV）やプラグインハイブ
リッド自動車（PHV）は，CO2排出量削減に大変効果的です。市では，これからEVや
PHVの購入する方向けの補助金をご用意しておりますので，是非ご検討ください。詳
しい要件等は以下のリンク先をご覧ください。
・八千代市住宅用設備等脱炭素化促進事業補助金
https://www.city.yachiyo.lg.jp/site/promo/48330.html

令和７年 ６月
「蛍光灯をLEDに交換し
よう」

蛍光灯（蛍光ランプ）が，2027年末までに段階的に製造・輸出入が禁止されることを
ご存知ですか？
現在使用している蛍光灯をそのまま使用することや，店頭にある在庫品を購入するこ
とが禁止されるわけではありませんが，長い目で見ると今使っている蛍光灯が切れた
ら，同じものに買い替えることができなくなるかもしれません。
そこで，これを機に，「LED照明」への交換を検討してみるのはいかがでしょうか。
電球形LEDランプは，一般電球に比べ，消費電力が約85％低く，寿命は約40倍と言わ
れています。
例えば，蛍光灯シーリングライトからLEDシーリングライトへ交換した場合だと，器
具1台あたり年間約2千円以上電気代が安くなり，CO2も年間約29kg-CO2削減できま
す。
家庭からの年間CO2排出量（電気・ガス・灯油の合計）は１世帯当たり約2520kg-CO2
と言われていますので，4台交換すると年間約4.6％もCO2削減量を減らすことができ
ます。
家計にはもちろん，地球にもとっても優しいんですね。
・こだわる楽しさ　エコグッズ（環境省・デコ活ウェブサイト）
https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/action/goods/
・一般照明用の蛍光ランプの規制について（環境省）
https://www.env.go.jp/chemi/tmms/lamp.html


